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災害関連事業 
 

【概要】 

 平成２７年９月９日から９月１１日にかけて台風１８号及び豪雨の影響により宮城県内の西

部を中心に継続的な激しい降雨となり，大崎市
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地区において，増水による浸透

流の影響で堤防の脆弱化が進み強度低下が生じた結果，左岸側が約８５ｍ（３箇所）にわたり，

堤体浸透により決壊し，床上１００戸，床下３００戸，約２１３ｈａの浸水被害が発生した。 

 原形に復旧する災害復旧事業のみでは事業効果が限定されることから，一連の区間において，

脆弱な堤防を補強する改良復旧事業を行い，被災流量を安全に流下させ，再度災害を防止するも

のである。 

 

【事業内容】 

 事業主体 ： 宮城県 

 河川名  ： 一級河川鳴瀬川水系渋井川 

 事業個所 ： 宮城県大崎市古川西荒井字東田地内 

 事業延長 ： １，３５０ｍ 

 事業期間 ： 平成 27 年～平成 29 年 

 全体事業費： ８．７億円（うち改良費４．０億円） 

  工事概要 ： 築堤工，護岸工 
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